
  
第 400 回記念 

⽇ 本 泌 尿 器 科 学 会 新 潟 地 ⽅ 会 
《 プログラム・抄録 》 

 
     ⽇ 時：令和 4 年 3 ⽉ 12 ⽇（⼟）14 時 00 分〜17 時 40 分 
     会 場：ホテルオークラ新潟 4 階『コンチネンタルルーム』 
         新潟市中央区川端町 6-53 
         TEL：025-224-6111 
 
 

次回 第 401 回 新潟地⽅会 
（甲信越合同地⽅会） 予告 

⽇時：令和 4 年 6 ⽉ 18 ⽇（⼟） 
会場：未定（松本市） 
演題申込期限：令和 4 年 5 ⽉ 20 ⽇（⾦曜⽇） 

 
 

※すべて PC のみの発表とさせていただきます 
※⼀般⼝演時間は、7 分、討論 3 分（時間厳守） 

 
 

⽇本泌尿器科学会会員証を必ずご持参下さい 
 
 
         〒951-8510 新潟市中央区旭町通 1-757 

新潟⼤学⼤学院腎泌尿器病態学分野(泌尿器科学教室)内 
⽇本泌尿器科学会新潟地⽅会 

TEL：025（227）2289／FAX：025（227）0784 
会⻑ 冨⽥ 善彦 

 



14：00〜14：05   
開会の辞           ⽇本泌尿器科学会新潟地⽅会会⻑   冨⽥ 善彦 
 
14：05〜14：35                       座⻑  星井 達彦 
 
1.  複数回のデブリードマン⼿術を要した⼥性のフルニエ壊疽の 1 例 
 
新潟⼤学⼤学院医⻭学総合研究科 腎泌尿器病態学分野 1)、形成・再建外科学分野 2) 
中村涼太 1)、⾵間明 1)、⽯川晶⼦ 1)、武⽥啓介 1)、⽯崎⽂雄 1)、笠原隆 1)、中島順⼦ 2)、冨⽥善彦 1) 
 
⼥性のフルニエ壊疽は⽐較的まれである。今回我々は⼤腸癌術後、化学療法中に外陰部のフルニエ壊疽
を発症し、複数回のデブリードマン⼿術と持続陰圧閉鎖療法を⾏い、最終的に形成外科で再建術を⾏い
軽快した 70 歳代⼥性の症例を経験した。若⼲の⽂献的考察を交えて報告する。 
 
2.  ⾺蹄腎左側腎盂に発⽣した尿路上⽪癌に対する左側半腎切除術を伴う腹腔鏡下腎尿管全摘除術の 
経験 
 
新潟⼤学地域医療教育センター ⿂沼基幹病院 泌尿器科 1)、放射線診断科 2) 、病理診断科 3) 
池⽥多朗 1)、原昇 1)、⻄⼭勉 1) 池⽥洋平 2)、⻑⾕川剛 3)、 
 
 ７０歳男性が前⽴腺癌の前⽴腺全摘除術、救済放射線療法後の経過観察中に⾺蹄腎左側腎盂に発⽣し
た尿路上⽪癌を認め、左側半腎切除術を伴う腹腔鏡下腎尿管全摘除術を⾏った。病理標本では左腎上腎
盂に 30x15mm の充実性腫瘤を認めた。病理組織学的所⾒では、扁平上⽪分化を伴う⾼悪性度、pT3 の浸
潤性尿路上⽪癌であった。術前の造影 CT 画像の三次元再構成と術中 ICG 蛍光ナビゲーションシステム
による⾎流確認は⾺蹄腎の半腎切除を⾏う上で⾮常に有⽤であった。 
 
3.  当院における前⽴腺⽣検症例の検討 
 
⻑岡中央綜合病院 泌尿器科 1)、⽴川綜合病院 泌尿器科 2) 
⿊⽊⼤⽣ 1)、星野華奈 1)、中⼭亮 2)、⾼橋英祐 1)、照沼正博 1) 
 
当院において 2019 年 4 ⽉から 2021 年 3 ⽉までに⾏った 283 件の経直腸的前⽴腺⽣検(1 症例のみ期間中
に 2 回の前⽴腺⽣検を施⾏)について後⽅視的に解析した。215 例が前⽴腺癌と診断され、陽性率は 76％
であった。年齢と PSA 値の中央値はそれぞれ 71 歳、10.48ng/ml であった。また事前に MRI 撮影を⾏い、
癌を疑う所⾒があった症例の陽性適中率は 84.7%であった。⼀⽅、MRI 撮影を⾏わずに⽣検を⾏った症
例の陽性率は 49.4%であった。今回の観察期間中には COVID-19 による医療提供体制の変化もあったた
め、その影響についても考察する。 
 
14：35〜15：05 
 
第⼆回 新潟⼤学医学部泌尿器科学教室同窓会賞、同窓会奨励賞受賞講演 

 
座⻑ ビリーム ウラジミル  

 
1.  同窓会賞     ⿊⽊⼤⽣ （14：35〜14：55） 
 

Histone deacetylase 6 inhibition in urothelial cancer as a potential new strategy for 
cancer treatment. 

掲載ジャーナル：Oncology Letters  
 
2.  同窓会奨励賞  池⽥多朗 （14：55〜15：05） 
 

Successful response of Pembrolizumab rechallenge after radiotherapy for a patient 
with bladder cancer of nonresponse of pembrolizumab first challenge. 

 
掲載ジャーナル：Case Reports in Urology 

 



 
 

《 休 憩 15：05〜15：15 》 
 

 
15：15〜15：40 ⽇本泌尿器科学会新潟地⽅会総会 
 
 
 
15：45〜17：40 ⽇本泌尿器科学会新潟地⽅会 第 400 回記念講演会 
 

座⻑     ⽇本泌尿器科学会新潟地⽅会会⻑ 
新潟⼤学特命理事 医⻭学総合病院⻑ 

              冨⽥ 善彦 
 
 
講演 ⼭梨⼤学名誉教授・名誉参与     武⽥ 正之 先⽣ 
 
 
講演 東京⼤学医学部教授         久⽶ 春喜 先⽣ 
 
 
 
 












	20220302214905936
	20220302214926817
	400_R1c

